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(57)【要約】
【課題】木造建物への外壁パネルの取り付けにおいて、
外壁外側の空き空間が狭い狭隘地などでも、耐火性や面
外強度など所定性能を確保しつつ、施工の容易なパネル
取り付け構法を提供する。
【解決手段】木造建築物の外壁において、躯体を構成す
る下地木材に、軽量気泡コンクリートからなるパネルを
取り付ける木造外壁取り付け構法であって、
　（１）第１パネル及び第１パネルの上側に配される第
２パネルの上部に、上部取り付け金具を固定し、第１パ
ネル及び第２パネルの下部に、上部取り付け金具と嵌合
可能な下部取り付け金具を固定する工程と、
　（２）第１パネルの上部取り付け金具を下地木材に木
用ねじを用いて固定する工程と、
　（３）第１パネルの上部取り付け金具と、第２パネル
の下部取り付け金具とを嵌合させる工程と、を有する。
【選択図】図９
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　木造建築物の外壁において、躯体を構成する下地木材に、軽量気泡コンクリートからな
るパネルを取り付ける木造外壁取り付け構法であって、
　（１）第１パネル及び該第１パネルの上側に配される第２パネルの上部に、上部取り付
け金具を固定し、該第１パネル及び該第２パネルの下部に、該上部取り付け金具と嵌合可
能な下部取り付け金具を固定する工程と、
　（２）前記第１パネルの前記上部取り付け金具を前記下地木材に木用ねじを用いて固定
する工程と、
　（３）前記第１パネルの前記上部取り付け金具と、前記第２パネルの前記下部取り付け
金具とを嵌合させる工程と、を有することを特徴とする、気泡コンクリートパネルの木造
外壁取り付け構法。
【請求項２】
　前記パネルには、該パネルの２か所以上に、断面コの字状またはＬ字状の埋め込み金具
が埋設されており、前記上部取り付け金具及び前記下部取り付け金具は、該埋め込み金具
に金具用ねじにより固定される、請求項１に記載の気泡コンクリートパネルの木造外壁取
り付け構法。
【請求項３】
　前記埋め込み金具は、前記パネルの内部に厚み方向に所定間隔を開けて埋設された一対
の網状補強部材の間に配され、少なくとも一方の網状補強部材に一面が接するように固定
されている、請求項１又は２に記載の気泡コンクリートパネルの木造外壁取り付け構法。
【請求項４】
　前記埋め込み金具は、前記パネルの上下方向に亘って配されており、該埋め込み金具の
上部に前記上部取り付け金具が固定され、該埋め込み金具の下部に前記下部取り付け金具
が固定されている、請求項１～３のいずれか一項に記載の気泡コンクリートパネルの木造
外壁取り付け構法。
【請求項５】
　前記金具用ねじが、ドリルねじである、請求項２に記載の気泡コンクリートパネルの木
造外壁取り付け構法。
【請求項６】
　前記上部取り付け金具は、略長方形状の板金からなり、一端側に前記パネルに固定する
ための透孔を有し、他端側に長手方向に入れられた少なくとも１本の切り込みを境として
、該他端側の一部が段差を介して該一端側と互いに平行に連続するように曲げ加工がされ
ており、該曲げ加工がされた部位に、該下地木材側に固定するための透孔を有し、
　前記下部取り付け金具は、一端側と他端側とが長手方向に段差を介して互いに平行に連
続する板金からなり、該一端側に前記パネルに固定するための透孔を有し、
　前記（３）の工程において。前記下部取り付け金具の他端側を、前記下部取り付け金具
の他端側において、曲げ加工された部位と平坦な部位との間に画成されるスリットに差し
込むことにより、該上部取り付け金具と、該下部取り付け金具とを嵌合させる、請求項１
～５のいずれか一項に記載の気泡コンクリートパネルの木造外壁取り付け構法。
【請求項７】
　前記上部取り付け金具及び前記下部取り付け金具において、前記一端側の縁端部が、前
記段差と同じ向きに曲げ加工されている、請求項１～６のいずれか一項に記載の気泡コン
クリートパネルの木造外壁取り付け構法。
【請求項８】
　前記（１）～（３）の工程を複数回繰り返す、請求項１～７のいずれか一項に記載の気
泡コンクリートパネルの木造外壁取り付け構法。
【請求項９】
　前記軽量気泡コンクリートが、オートクレーブ養生した軽量気泡コンクリート（ＡＬＣ
）である、請求項１～８のいずれか一項に記載の気泡コンクリートパネルの木造外壁取り
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付け構法。
【請求項１０】
　木造建築物の外壁において、躯体を構成する下地木材に、軽量気泡コンクリートからな
るパネルを取り付ける木造外壁取り付け構造物であって、
　第１パネル及び該第１パネルの上側に配される第２パネルと、
　第１パネル及び第２パネルの上部に固定された上部取り付け金具、該第１パネル及び該
第２パネルの下部に固定され、前記上部取り付け金具と嵌合可能な下部取り付け金具と、
を有し、
　前記第１パネルの上部取り付け金具が、前記下地木材に木用ねじにより固定されており
　前記第１パネルの上部取り付け金具と、第２パネルの下部取り付け金具とが嵌合してい
ることを特徴とする、気泡コンクリートパネルの木造外壁取り付け構造物。
【請求項１１】
　木造建築物の外壁において、躯体を構成する下地木材に、軽量気泡コンクリートからな
るパネルを取り付けるための取り付け金具であって、
　略長方形状の板金からなり、一端側に前記パネルに固定するための透孔を有し、他端側
に長手方向に入れられた少なくとも１本の切り込みを境として、該他端側の一部が段差を
介して該一端側と互いに平行に連続するように曲げ加工がされており、該曲げ加工がされ
た部位に、該下地木材側に固定するための透孔を有する上部取り付け金具と、
　一端側と他端側とが長手方向に段差を介して互いに平行に連続する板金からなり、該一
端側に前記パネルに固定するための透孔を有する下部取り付け金具と、を備え、
　前記下部取り付け金具の他端側を、前記下部取り付け金具の他端側において、曲げ加工
された部位と平坦な部位との間に画成されるスリットに差し込むことにより、該上部取り
付け金具と、該下部取り付け金具とが嵌合する、取り付け金具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、乾式外壁である気泡コンクリートパネルの、木造外壁への取り付け構法及び
取り付け構造物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　木造の外壁には、工場生産される乾式外壁と施工現場で作られる湿式外壁とがある。乾
式外壁には、ＡＬＣ（Autoclaved Lightweight aerated Concrete）パネル、ＧＲＣ(Glas
sfiber Reinforced Cement)パネル、押出成型セメント板、繊維強化セメント板、複合金
属サイディングや窯業系サイディング等がある。
　近年、都市防災の観点から、市街地の木密地域の不燃化や耐火建築物の普及等、密集市
街地など狭隘地での耐火性の高い建物のニーズが増えている。一方、木造建築の促進もあ
り、耐火性の高い木造建築物を、狭い敷地に最大限大きく建築したいというニーズがあり
、そのためにはＡＬＣのような軽量で耐火性の高い建材が求められている。
　ＡＬＣパネルは高い断熱性と耐火性を有するため、鉄骨構造の建築物や木質構造の建築
物の外壁パネルとして利用されることが多い。特に、厚さが５０ｍｍ或いは５０ｍｍ以下
のＡＬＣパネルは取り扱いが簡便なことから、木製の柱に例えば釘やビスによって固定さ
れて用いられる（例えば非特許文献１参照）。
【０００３】
　ここで、比較的薄いＡＬＣパネルを建物に固定する場合の取付構造について図を用いて
説明する。
　図１０は、ＡＬＣパネル５１を屋外側から固定する構造を示すものである。図１０に示
すように、室外側からＡＬＣパネル５１を貫通するようにビス５２（木下地用ビス）を打
ち込むことにより、ＡＬＣパネル５１を下地木材５０に固定する方法が広く採用されてい
る。この際、ＡＬＣパネルの表面にビス頭が露出することを避けるために、ビス頭がパネ
ル表面から７～１０ｍｍ程度めり込むように締め込み、このくぼみに専用補修材を詰め物
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する方法が一般的な構法である。
【０００４】
　しかしながら、この構法では、外壁の外側に空き空間が少ない（狭い）、狭隘地などで
の施工では、長い木下地用ビスを外側から打ち込むための作業スペースが狭く、木下地用
ビスの打ち込みが行い難いという問題があった。また、前述したくぼみの補修についても
狭い空間で行わなくてはならず、施工しにくいという問題があった。
　さらに、木造建築物の耐火性能を高いものにするためには、パネルが火災時に脱落しな
いことが有効であり、そのためには、パネルを貫通する接合材（木ねじや木ビス等）を用
いて、パネルを下地木材に固定することが行われている。しかし、外断熱構法や外壁パネ
ルが厚くなると必要な接合材の長さが長くなり、狭い空地での施工が困難になる。
　近年、施工建物の周囲に空きスペースが少ない（狭い）現場が増えており、このような
条件下でもいずれのパネルでも容易に施工できる構法が求められている。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００５】
【非特許文献１】日本建築学会編「建築工事標準仕様書・同解説　ＪＡＳＳ　２７　乾式
外壁工事」　２０１１年６月１５日発行　第６７頁
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明はこのような従来の実情に鑑みて提案されたものであり、木造建物への外壁パネ
ルの取り付けにおいて、外壁外側の空き空間が狭い狭隘地などでも、耐火性や面外強度な
ど所定性能を確保しつつ、施工の容易なパネル取り付け構法及び取り付け構造物、及び取
り付け金具を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明では、外壁パネルの取り付けにおいて、事前にパネルに対して上部取り付け金具
及び下部取り付け金具を取り付けておき、上部取り付け金具を下地木材にねじ止めし、上
部取り付け金具に下部取り付け金具を嵌合させる。
［１］
　木造建築物の外壁において、躯体を構成する下地木材に、軽量気泡コンクリートからな
るパネルを取り付ける木造外壁取り付け構法であって、
　（１）第１パネル及び該第１パネルの上側に配される第２パネルの上部に、上部取り付
け金具を固定し、該第１パネル及び該第２パネルの下部に、該上部取り付け金具と嵌合可
能な下部取り付け金具を固定する工程と、
　（２）前記第１パネルの前記上部取り付け金具を前記下地木材に木用ねじを用いて固定
する工程と、
　（３）前記第１パネルの前記上部取り付け金具と、前記第２パネルの前記下部取り付け
金具とを嵌合させる工程と、を有することを特徴とする、気泡コンクリートパネルの木造
外壁取り付け構法。
［２］
　前記パネルには、該パネルの２か所以上に、断面コの字状またはＬ字状の埋め込み金具
が埋設されており、前記上部取り付け金具及び前記下部取り付け金具は、該埋め込み金具
に金具用ねじにより固定される、［１］に記載の気泡コンクリートパネルの木造外壁取り
付け構法。
［３］
　前記埋め込み金具は、前記パネルの内部に厚み方向に所定間隔を開けて埋設された一対
の網状補強部材の間に配され、少なくとも一方の網状補強部材に一面が接するように固定
されている、［１］又は［２］に記載の気泡コンクリートパネルの木造外壁取り付け構法
。
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［４］
　前記埋め込み金具は、前記パネルの上下方向に亘って配されており、該埋め込み金具の
上部に前記上部取り付け金具が固定され、該埋め込み金具の下部に前記下部取り付け金具
が固定されている、［１］～［３］のいずれかに記載の気泡コンクリートパネルの木造外
壁取り付け構法。
［５］
　前記金具用ねじが、ドリルねじである、［２］に記載の気泡コンクリートパネルの木造
外壁取り付け構法。
［６］
　前記上部取り付け金具は、略長方形状の板金からなり、一端側に前記パネルに固定する
ための透孔を有し、他端側に長手方向に入れられた少なくとも１本の切り込みを境として
、該他端側の一部が段差を介して該一端側と互いに平行に連続するように曲げ加工がされ
ており、該曲げ加工がされた部位に、該下地木材側に固定するための透孔を有し、
　前記下部取り付け金具は、一端側と他端側とが長手方向に段差を介して互いに平行に連
続する板金からなり、該一端側に前記パネルに固定するための透孔を有し、
　前記（３）の工程において。前記下部取り付け金具の他端側を、前記下部取り付け金具
の他端側において、曲げ加工された部位と平坦な部位との間に画成されるスリットに差し
込むことにより、該上部取り付け金具と、該下部取り付け金具とを嵌合させる、［１］～
［５］のいずれかに記載の気泡コンクリートパネルの木造外壁取り付け構法。
［７］
　前記上部取り付け金具及び前記下部取り付け金具において、前記一端側の縁端部が、前
記段差と同じ向きに曲げ加工されている、［１］～［６］のいずれかに記載の気泡コンク
リートパネルの木造外壁取り付け構法。
［８］
　前記（１）～（３）の工程を複数回繰り返す、［１］～［７］のいずれかに記載の気泡
コンクリートパネルの木造外壁取り付け構法。
［９］
　前記軽量気泡コンクリートが、オートクレーブ養生した軽量気泡コンクリート（ＡＬＣ
）である、［１］～［８］のいずれかに記載の気泡コンクリートパネルの木造外壁取り付
け構法。
［１０］
　木造建築物の外壁において、躯体を構成する下地木材に、軽量気泡コンクリートからな
るパネルを取り付ける木造外壁取り付け構造物であって、
　第１パネル及び該第１パネルの上側に配される第２パネルと、
　第１パネル及び第２パネルの上部に固定された上部取り付け金具、該第１パネル及び該
第２パネルの下部に固定され、前記上部取り付け金具と嵌合可能な下部取り付け金具と、
を有し、
　前記第１パネルの上部取り付け金具が、前記下地木材に木用ねじにより固定されており
　前記第１パネルの上部取り付け金具と、第２パネルの下部取り付け金具とが嵌合してい
ることを特徴とする、気泡コンクリートパネルの木造外壁取り付け構造物。
［１１］
　木造建築物の外壁において、躯体を構成する下地木材に、軽量気泡コンクリートからな
るパネルを取り付けるための取り付け金具であって、
　略長方形状の板金からなり、一端側に前記パネルに固定するための透孔を有し、他端側
に長手方向に入れられた少なくとも１本の切り込みを境として、該他端側の一部が段差を
介して該一端側と互いに平行に連続するように曲げ加工がされており、該曲げ加工がされ
た部位に、該下地木材側に固定するための透孔を有する上部取り付け金具と、
　一端側と他端側とが長手方向に段差を介して互いに平行に連続する板金からなり、該一
端側に前記パネルに固定するための透孔を有する下部取り付け金具と、を備え、
　前記下部取り付け金具の他端側を、前記下部取り付け金具の他端側において、曲げ加工
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された部位と平坦な部位との間に画成されるスリットに差し込むことにより、該上部取り
付け金具と、該下部取り付け金具とが嵌合する、取り付け金具。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明では、パネルに対して事前に取り付け金具を金具用ねじで固定し、取り付け金具
を木用ねじで下地木材に留め付けるため、狭い施工現場でも室外からねじ込む長いねじを
必要とせず、かつ、外部からねじ穴の補修の必要がないため、狭隘地の施工現場でも施工
が容易であり、かつ、仕上塗装をきれいに仕上げることができる。上部取り付け金具のみ
木下地にねじ止めして、下部取り付け金具を上部取り付け金具に嵌合させるのみでパネル
がハンギングされ、面内変形追従性が確保でき、地震被害の低減された外壁が構成される
。このように本発明では、狭隘地などでも耐火性や面外強度など所定性能を確保しつつ、
施工の容易なパネル取り付け構法及び取り付け構造物を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明で用いられるパネルの一構成例を示す斜視図である。
【図２】本発明で用いられるパネルの一構成例を示す断面図である。
【図３】本発明で用いられるパネルの一構成例を示す断面図である。
【図４】本発明で用いられる上部取り付け金具の一構成例を示す図である。
【図５】本発明で用いられる下部取り付け金具の一構成例を示す図である。
【図６】パネルに上部及び下部取り付け金具を取り付けた状態を示す斜視図である。
【図７】パネルに上部及び下部取り付け金具を取り付けた状態を示す断面図である。
【図８】下地木材に第１パネルを固定した状態を示す断面図である。
【図９】第１パネルの上部取り付け金具と、第２パネルの下部取り付け金具とを嵌合させ
た状態を示す断面図である。
【図１０】従来のＡＬＣパネルの取り付け構法を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しながら説明する。
　なお、以下に説明する本実施形態の取り付け構法及び取り付け構造物では、建物の外壁
を構成するパネル１を、躯体を構成する柱（下地木材３０）に取り付けるに際し、パネル
１の長辺方向を横方向に配置して上下に配列する所謂横張り構造としている。躯体を構成
する柱は木製であり、主柱及び間柱を含んでいる。従って、パネル１は長手方向の複数の
位置で取り付け金具を介して柱に取り付けられている。
【００１１】
　本発明の木造外壁用構法は、木造建築物の外壁において、躯体を構成する下地木材３０
に、軽量気泡コンクリートからなるパネル１を取り付ける木造外壁用構法であって、
　（１）第１パネル１Ａ及び該第１パネル１Ａの上側に配される第２パネル１Ｂの上部に
、上部取り付け金具１０を固定し、第１パネル１Ａ及び第２パネル１Ｂの下部に、上部取
り付け金具１０と嵌合可能な下部取り付け金具２０を固定する工程と、
　（２）第１パネル１Ａの上部取り付け金具１０を下地木材３０に木用ねじを用いて固定
する工程と、
　（３）第１パネル１Ａの上部取り付け金具１０と、第２パネル１Ｂの下部取り付け金具
２０とを嵌合させる工程と、を有する。
　本発明は、外壁外側の空き空間が少ない（狭い）狭隘地でも施工しやすい構法を提案す
るものである。パネル１には、予め埋め込み金具４が埋設されており、事前にパネル１に
上下合わせて４点以上の取り付け金具を埋め込み金具４に留め付けておく。そして、第１
パネル１Ａの上部取り付け金具１０を下地木材３０に木用ねじで固定し、上部取り付け金
具１０と、第２パネル１Ｂの下部取り付け金具２０とを嵌合させ取り付ける、木造外壁用
気泡コンクリートパネルの取り付け構法である。
　本発明では、パネル１に対して事前に上部取り付け金具１０及び下部取り付け金具２０
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をねじ止めし、上部取り付け金具１０を木用ねじ９（木用ビス）で下地木材３０に留め付
ける（ねじ止め）ため、狭い施工現場でも室外からねじ込む長いねじ（ビス）を必要とせ
ず、かつ、外部からねじ穴の補修の必要がないため、狭隘地の施工現場でも施工が容易で
あり、かつ、仕上塗装をきれいに仕上げることができる。上部取り付け金具１０のみ下地
木材３０にねじ止めして、下部取り付け金具２０を上部取り付け金具１０に嵌合させるの
みでパネル１がハンギングされ、面内変形追従性が確保でき、地震被害の低減された外壁
が構成される。
【００１２】
　図１～図３は、本発明で用いられるパネルの一構成例を示す図であり、図１は斜視図、
図２及び図３は断面図である。
　本実施形態において、パネル（外壁パネル）１は、軽量気泡コンクリート、好ましくは
オートクレーブ（高温高圧蒸気）養生した軽量気泡コンクリート（ＡＬＣ）から成り、こ
のパネル１は、狭義のＡＬＣ、すなわち、ＪＩＳ　Ａ５４１６に相当するＡＬＣから成る
パネル（ＡＬＣパネル）のことを主にいうものとする。
　このようなＡＬＣパネル１には、厚形（≧７５ｍｍ）と薄形（＜７５ｍｍ）とがあり、
本実施形態では、ＡＬＣパネル１として、薄形のＡＬＣパネルを想定している。本実施形
態で用いられるＡＬＣパネル１の厚さは、５０ｍｍでも、３７ｍｍあるいは３５ｍｍでも
よい。このようなＡＬＣパネル１の比重は、例えば０．４５～０．５５であり、圧縮強度
は、例えば３Ｎ／ｍｍ２以上である。ＡＬＣパネル１は、例えば厚さ５０ｍｍ×幅６００
ｍｍ×長さ１８２０ｍｍの長方形板状である。
【００１３】
　本実施形態で用いられるＡＬＣパネル１内には、網状補強部材３及び埋め込み金具４が
埋設されている。図２及び図３に示されるように、ＡＬＣパネル１は、ＡＬＣによって矩
形板状に形成されたパネル本体２と、パネル本体２内に厚み方向に所定間隔をあけて埋設
された一対の網状補強部材３ａ，３ｂと、一対の網状補強部材３ａ，３ｂの間に固定され
た埋め込み金具４と、を備えている。なお、図１に示すＡＬＣパネル１では、網状補強部
材３ａ，３ｂの図示を省略している。
　網状補強部材３ａ，３ｂは、メタルラスやワイヤラス等からなる平面状の網状部材であ
り、金網、ラス網、エキスパンドメタルなどが使用できる。例えば、金網に使用される鉄
線の線径、及びラス網やエキスパンドメタルの板厚は、補強効果や孔あけ作業時の作業性
を考慮して決めれば良く、０．６ｍｍ～１．２ｍｍ程度が好ましい。また、網目の寸法は
、網状補強部材３ａ，３ｂのパネル本体２（ＡＬＣ母材）への付着性、または貫通孔や開
口の間隔を考慮して決めれば良く、１０ｍｍ～６０ｍｍ程度が好ましい。
　また、網状補強部材３ａ，３ｂがラス網である場合には、３号、４号などの平ラス或い
は１号、２号などの波形ラスを採用することができる。
【００１４】
　図２及び図３に示すように、埋め込み金具４は、その断面がコの字状（図２）またはＬ
字状（図３）をなしており、少なくとも一方の網状補強部材３ａにＬ字又はコの字の一面
が接するように、両方の網状補強部材３ａ，３ｂの間に配されて固定されている。埋め込
み金具４は網状補強部材３ａ、３ｂの両方に接していても良い。埋め込み金具４の一面の
幅は、特に限定されるものではないが、例えば５ｃｍである。図１に示すように、埋め込
み金具４は、パネル１の上下方向（ここではパネル１の短辺方向）に亘って配される。
　後述するように、この埋め込み金具４に、上部取り付け金具１０及び下部取り付け金具
２０が、金具用ねじ８により固定される。金具用ねじ８としては、例えばビスを用いるこ
とができる。埋め込み金具４の上部に上部取り付け金具１０が固定され、埋め込み金具４
の下部に下部取り付け金具２０が固定される。
　埋め込み金具４は、少なくともパネル１の両端部の２か所、好ましくは両端部に加えて
中央部分の３か所に埋設される。高い面外取付強度が求められる場合には、この埋め込み
金具４（及び取り付け金具１０，２０）の数を増やせばよい。
　このようなＡＬＣパネル１は、工場でＡＬＣパネル１を製造する段階で、パネル本体２
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の内部に網状補強部材３ａ，３ｂ及び埋め込み金具４を埋設させることにより得られる。
【００１５】
　図４は、下部取り付け金具２０を示す図であり、（ａ）は斜視図、（ｂ）は側面図であ
る。下部取り付け金具２０は、一端側２０ａと他端側２０ｂとが段差２０ｃを介して互い
に平行に連続した板金からなり、一端側２０ａにＡＬＣパネル１に固定するための透孔２
１を有する。
　また、下部取り付け金具２０の一端側２０ａの端縁角部に、折曲片２２が設けてある。
一端側２０ａの面に対して、他端側２０ｂに至る段差２０ｃの曲げ方向と、折曲片２２の
曲げ方向は同じとなっている。折曲片２２の形状は特に限定されないが、プレスにより板
金を曲げ加工して形成できるものであり、任意の形状を採用することができる。折曲片２
２の数は、少なくとも１カ所に設ければよいが、２カ所以上に設けてもかまわない。折曲
片２２を２か所以上とすることにより、パネル１をより多くの部位で支えることができ下
地木材３０にぐらつきなく取り付けることができる。
【００１６】
　このような下部取り付け金具２０の寸法は特に限定されるものではなく、要求される取
付強度に応じて適宜選択される。例えば図４に示す下部取り付け金具２０の寸法は、板金
の厚さＴが１．０ｍｍ、幅Ｗが６０ｍｍ、長さＬが７０ｍｍであるが、これより厚くして
も構わない。また段差２０ｃの高さＨ１（下部取り付け金具２０の最上面と、他端側２０
ｂの上面との高さの差）は板金厚さＴと同じ（本例では１．０ｍｍ）、折曲片２２の高さ
Ｈ２（下部取り付け金具２０の最上面と、折曲片２２上面の高さとの差）は板金厚さＴの
２倍（本例では２．０ｍｍ）である。
【００１７】
　図５は、上部取り付け金具１０を示す図であり、（ａ）は斜視図、（ｂ）は側面図であ
る。上部取り付け金具１０は、略長方形状の板金からなり、一端側１０ａにＡＬＣパネル
１に固定するための透孔１１を有している。また、他端側１０ｂには長手方向に入れられ
た２本の切り込み１２を有し、該切り込み１２を境として、他端側１０ｂの中央部が、一
端側１０ａと段差１０ｃを介して互いに平行に連続するように折り曲げ加工がされており
、両端部は、平坦なままとされている。中央部の折り曲げ加工部１３に、下地木材３０に
固定するための透孔１４を有している。
【００１８】
　また、上部取り付け金具１０では、一端側１０ａの端縁角部に、折曲片１５が設けてあ
る。一端側１０ａの面に対して、折り曲げ加工部１３に至る段差１０ｃの曲げ方向及び高
さと、折曲片１５の曲げの方向及び高さは、ほぼ同じとなっている。折曲片１５の形状は
特に限定されないが、プレスにより板金を曲げ加工して形成できるものであり、任意の形
状を採用することができる。折曲片１５の数は、少なくとも１カ所に設ければよいが、２
カ所以上に設けてもかまわない。折曲片１５を２か所以上とすることにより、パネル１を
より多くの部位で支えることができ下地木材３０にぐらつきなく取り付けることができる
。
　このような上部取り付け金具１０の寸法は特に限定されるものではなく、要求される取
付強度に応じて適宜選択される。例えば図５に示す上部取り付け金具１０は、板金の厚さ
ｔが１．０ｍｍ、幅ｗが６０ｍｍ、長さｌが１００ｍｍである。また段差１０ｃの高さｈ

１（折り曲げ加工部１３の上面と、一端側１０ａの最上面の高さとの差）及び折曲片１５
の高さｈ２（ 折曲片１５の上面と、一端側１０ａの最上面の高さとの差）はそれぞれ２
．０ｍｍである。
【００１９】
　後述するように、上部取り付け金具１０の他端側１０ｂにおいて、中央部の折り曲げ加
工部１３と、その両側で平坦に連続する部位１６との間にはスリット１７が画成され、こ
のスリット１７に、下部取り付け金具２０の他端側２０ｂが差し込まれることにより、上
部取り付け金具１０と、下部取り付け金具２０とが嵌合する。
【００２０】
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　これらの取り付け金具１０，２０は、図６に示すように、ＡＬＣパネル１の横方向にお
いて両端部近傍及び中央部に、一端側１０ａ．２０ａの透孔１１，２１に挿通した金具用
ねじ８（例えばビス）で固定される。
【００２１】
　現場での施工方法について説明する。
　（１）まず、図６及び図７に示すように、第１パネル１Ａ及び第１パネル１Ａの上側に
配される第２パネル１Ｂの上部に、上部取り付け金具１０を固定し、第１パネル１Ａ及び
第２パネル１Ｂの下部に、下部取り付け金具２０を固定する。これら取り付け金具１０，
２０が固定されるのは、下地木材３０と対向する側（躯体側）の面である。下地木材３０
は、例えば躯体を構成する木製の柱であるが、これに限定されるものではない。
　上部取り付け金具１０の一端側１０ａ及び下部取り付け金具２０の一端側２０ａに設け
られた、パネル固定用の透孔１１，２１を通じて、ＡＬＣパネル１に金具用ねじ８（ビス
）を打ち込むことにより、上部取り付け金具１０及び下部取り付け金具２０がＡＬＣパネ
ル１に固定される。このとき、図２（ｂ）及び図３（ｂ）に示すように、上部取り付け金
具１０及び下部取り付け金具２０は、ＡＬＣパネル１に埋設された埋め込み金具４に、金
具用ねじ８により固定される。上部取り付け金具１０及び下部取り付け金具２０を、ＡＬ
Ｃパネル１ではなく埋め込み金具４に固定することで金具用ねじ８周囲のＡＬＣが崩れる
ことによる強度低下を防止することができる。また、金具用ねじ８はドリルねじ（例えば
ビスを用いる場合には、セルフタップビス）であることが好ましい。ＡＬＣパネル１に予
めねじ用の下穴を開けておく必要がなくなり、作業性が向上する。
【００２２】
　図７に示すように、下部取り付け金具２０は、一端側２０ａを上向きにし、曲げ加工さ
れた他端側２０ｂが下地木材３０側に凸となるように、ＡＬＣパネル１に金具用ねじ８に
よって固定される。このとき、他端側２０ｂの高さは、ＡＬＣパネル１の下端から少し引
っ込むように固定される。また、パネル１と他端側２０ｂとの間には隙間２３が画成され
る。
　上部取り付け金具１０は、一端側１０ａを下向きにし、折り曲げ加工部１３が下地木材
３０側に凸となるように、ＡＬＣパネル１に金具用ねじ８によって固定される。このとき
、段差１０ｃがＡＬＣパネル１の上端とほぼ同じ高さになるように固定し、折り曲げ加工
部１３はパネル１の上端から上に突出した状態となる。
【００２３】
　上部取り付け金具１０および下部取り付け金具２０は、ＡＬＣパネル１の上部及び下部
においてそれぞれ２か所以上、好ましくは３か所以上に固定される。図６に示す例では、
少なくともパネル１の両端部、それに加えて中央部分の３か所に埋設された埋め込み金具
４に、取り付け金具１０，２０を固定している。高い面外取付強度が求められる場合には
、この埋め込み金具４および取り付け金具１０，２０の数をさらに増やせばよい。
【００２４】
　（２）次に、図８に示すように、第１パネル１Ａの上部取り付け金具１０を下地木材３
０にねじ止めする。
　下地木材３０への取り付けの所定位置に第１パネル１Ａをハンドリングして、上部取り
付け金具１０を下地木材３０にねじ止めする。
　上部取り付け金具１０の他端側１０ｂにおいて、折り曲げ加工部１３に形成された透孔
１４を通じて、下地木材３０に木用ねじ９を打ち込むことにより、第１パネル１Ａが下地
木材３０に固定される。木用ねじ９としては、例えば木用ビスを用いることができる。
　ＡＬＣパネル１を下地木材３０に取り付けるのは、従来構法のように室外側から長いね
じ（ビス）でパネル１を貫通して留めつけるのではなく、上部取り付け金具１０を木用ね
じ９で留めるのみなので、室内からでも施工でき、狭い施工現場でも容易に施工できる。
【００２５】
　（３）そして、図９に示すように、第１パネル１Ａの上部取り付け金具１０と、第２パ
ネル１Ｂの下部取り付け金具２０とを嵌合させる。
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　下部取り付け金具２０の他端側２０ｂを差し込み片として、上部取り付け金具１０の他
端側１０ｂにおいて折り曲げ加工部１３と平坦な部位１６との間に画成されるスリット１
７に、上方から差し込むことにより、上部取り付け金具１０と下部取り付け金具２０とを
嵌合させる。
　これにより、下地木材３０に取り付けられた第１パネル１Ａに、第２パネル１Ｂがハン
ギングされる。第２パネル１Ｂの上部取り付け金具１０を、木用ねじ９（木用ビス）によ
り下地木材３０に固定する。
　（１）～（３）の工程を繰り返すことにより、複数段のパネル１の施工が完了する。
【００２６】
　以上のようにして施工された外壁パネルの取り付け構造物において、取り付け金具１０
，２０をなす板金側はＡＬＣパネル１側に接し、折り曲げ加工部１３および折曲片１５，
２２は下地木材３０側に接した状態となる。これによりＡＬＣパネル１と下地木材３０と
の間には、金具厚み分の隙間３２が画成される。この隙間３２は、外壁通気構法における
通気層として利用することができる。下地木材３０に対し通気胴縁を設ける必要がなくな
り、施工性が向上する。
　さらに、上部取り付け金具１０及び下部取り付け金具２０のそれぞれにおいて、折り曲
げ加工部１３に加えて２か所の折曲片１５，２２で、金具を下地木材３０に対して支持す
ることになり、ＡＬＣパネル１を下地木材３０にぐらつきなく取り付けることができる。
また、上述したＡＬＣパネル１と下地木材３０との間の隙間３２を、潰れたりすることな
く確実に確保することができる。
【００２７】
　このように、本構法では、事前にパネルに埋設された埋め込み金具に対して、上部取り
付け金具及び下部取り付け金具を取り付けている。これによれば、従来構法のように室外
側から長い木ねじや木ビス等の接合材を締めつけることなく、上部取り付け金具を木下地
にねじにより留めつけ、上部取り付け金具に下部取り付け金具を嵌合させることで取り付
けが完了する。
　パネルを下地木材に取り付けるのは、上部取り付け金具を木用ねじで留めるのみなので
、室内からでも施工でき、狭い施工現場でも容易に施工できる。またパネルに対して事前
に取り付け金具を取り付けることで、パネルの外側に傷をつけることなく施工できるため
狭い現場でも施工でき、且つきれいな仕上がりが可能となる。このような施工方法を取る
ことで、建物の外側からではなく建物の内側からでも施工ができ、従来施工しにくかった
狭隘地での施工が可能となる。
【００２８】
　以上、本発明の実施の形態について説明してきたが、本発明はこれらに限定されるもの
ではなく、発明の趣旨を逸脱しない範囲で適宜変更可能である。
　例えば上述した実施形態では、パネルの長辺方向を横方向に配置する横張り構造を例に
挙げて説明したが、本発明はこれに限定されるものではなく、パネルの長辺方向を縦方向
に配置する縦張り構造であっても本発明は適用可能である。
　また、上述した実施形態では、取り付け金具を下地木材に直接打ち込んだ場合を例に挙
げて説明したが、本発明はこれに限定されるものではなく、間に透湿防水シート等を介し
て、取り付け金具を下地木材に打ち込んでもよい。
【産業上の利用可能性】
【００２９】
　本発明は、建物周辺の空き空間が狭い狭隘地などにおいても、耐火性や面外強度など所
定性能を確保しつつ、容易に施工できるものとなり、市街地などにおいて、狭隘地に耐火
性のある木造建築物を建築する場合に好適なものである。また、本発明は木造建築普及の
促進と市街地の不燃化にも寄与する。
【符号の説明】
【００３０】
　１　　：ＡＬＣパネル
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　１Ａ　　：第１パネル
　１Ｂ　　：第２パネル
　２　　：パネル本体
　３ａ，３ｂ　　：網状補強部材
　４　　：埋め込み金具
　８　　：金具用ねじ
　９　　：木用ねじ
　１０　　：上部取り付け金具
　１０ａ　　：一端側
　１０ｂ　　：他端側
　１０ｃ　　：段差
　１１　　：透孔
　１２　　：切り込み
　１３　　：折り曲げ加工部
　１４　　：透孔
　１５　　：折曲片
　１７　　：スリット
　２０　　：下部取り付け金具
　２０ａ　　：一端側
　２０ｂ　　：他端側
　２０ｃ　　：段差
　２１　　：透孔
　２２　　：折曲片
　３０　　：下地木材

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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